
2025 年度（令和 7 年度）保育職 自己評価結果 総評（健生キッズベア） 

 

1. 実施概要 

• 実施時期： 2026 年 3 月 23 日 

• 対象者： 保育士、保育補助、事務員、加算業務従事者等 計 7 名 

• 評価基準： 名古屋市版 保育職 年度末自己評価テンプレートを使用 

2. 全体傾向 

全体平均スコアは概ね 2.5〜2.8 の範囲にあり、標準的な保育の質が維持されています。特に「子どもの人権尊

重」や「安全管理」といった保育の根幹に関わる項目では、高い意識と実践が見て取れます。一方で、地域連

携や保護者支援の一部において、個人の役割や環境によるスコアの開き（1.0〜3.0）が見られ、組織全体として

の底上げが次年度の課題となります。 

3. 分野別評価と具体的分析 

① 保育理念と人権尊重（平均 2.65） 

• 強み： 「精神的苦痛を与えない配慮（3.29）」や「性差への先入観の排除（3.0）」など、不適切な保育

の防止に対する意識が非常に高いです。 

• 課題： 「子どもの思いを受け止める受容的姿勢」において、個々の職員から「いけないことをした

時、まず受容する姿勢が不足していた」といった内省が見られます。 

② 子どもの発達援助（平均 2.52〜2.66） 

• 強み： 「安全な環境の提供」や「職員間の情報伝達」が安定しています。 

• 課題： 「自立を待つ関わり」と「言葉掛け」が挙げられています。忙しい時間帯に大人のペースで進め

てしまう、あるいは指示・制止の言葉（「ダメ」「早く」）が多くなってしまうといった点に改善の余地が

あります。 

③ 保護者・地域支援（平均 1.6〜2.38） 

• 現状： 全項目の中で最もスコアが低く、特に地域支援（1.6）が課題です。 

• 分析： 保護者対応では「傾聴」や「共感の共有」に努める姿勢は見られるものの、時間的な制約（送

迎時の混雑）により十分な対話が難しいと感じている職員が多い傾向にあります。 

④ 安全管理・組織基盤（平均 2.34〜2.79） 

• 強み： 重大事故防止（3.0）への認識が一致しており、ヒヤリハットの共有も定着しています。 

• 課題： 災害対策におけるハザードマップの理解や、専門書の読解による知識習得（2.29）など、能動的

な学習姿勢の強化が望まれます。 

 

4. 次年度に向けた重点改善策 

1. 応答的・受容的な関わりの徹底 

自己評価コメントで多く挙がった「否定的な言葉掛けを減らす」「子どもの主体性を待つ」を実現するため、園

内研修等で「肯定的な言葉への変換」や「見守りのタイミング」について具体例を共有し、職員の意識を統一

します。 

2. 保護者とのコミュニケーションの質向上 

送迎時間の「バタバタ」を解消するための体制工夫や、短い時間でも「今日できたこと」というプラスの成長

を一つ伝えられるよう、情報収集・共有の習慣を強化します。 

3. 地域交流と専門性の還元 

スコアが低かった「地域の子育て支援」について、園の現状でできる範囲（掲示板での情報発信や、地域交流



イベントへの参加呼びかけ等）を具体化し、小規模保育ならではの地域貢献を模索します。 

4. 環境・衛生チェックの徹底 

受け入れ時の視診（爪、服装、体調）について、「慌てずに細部まで見る」という個人の反省を組織のルールと

して再確認し、見落としのない体制を構築します。 

5. 結び 

今年度は安全面を第一に考えつつ、子ども一人ひとりに寄り添う保育に尽力した一年でした。自己評価を通じ

て、各職員が「自分の言葉掛け」や「環境構成」について具体的な課題を見つけられている点は非常に前向き

な成果です。次年度は、これら個人の気づきを「チームとしての保育の質」に昇華させていくことを目指しま

す。 
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